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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、前記筐体の内部に収納され、ＡＣ電源を入力とする電源部と、前記筐体の内部
に収納された電源スイッチと、前記電源部及び前記電源スイッチを覆う前記筐体の扉と、
前記扉の開閉を検出するセンサと、前記電源部の出力により駆動されるリレーとを備え、
　前記電源スイッチと前記リレーの接点とを並列に接続した回路を経由して、前記ＡＣ電
源が前記電源部に入力され、
　前記リレーは前記センサを経由して前記電源部から駆動電源の供給を受け、
　前記電源スイッチがオンにされ、かつ、前記扉の閉状態を検出して前記センサがオンに
なることで、前記リレーが駆動されて前記リレーの接点がオンになり、
　前記センサが前記扉の閉状態を検出している間は前記電源スイッチがオフにされても前
記電源部の出力がオフにならず、かつ、前記電源スイッチがオフであるときに前記扉を閉
めても電源の出力がオンになることがないことを特徴する遊技機。
【請求項２】
　前記センサが前記扉の閉状態を検出している間に前記電源スイッチがオフにされたとき
、エラー報知が行われることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記扉を開閉可能に構成するヒンジを前記扉の一方の側に備え、前記センサは前記ヒン
ジ側に設けられていることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の遊技機。
【請求項４】
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　前記扉を開閉可能に構成するヒンジを前記扉の一方の側に備え、前記センサは前記ヒン
ジの設けられていない側に設けられ、前記扉が予め定められた距離又は角度以上開いたこ
とにより開状態を検出することを特徴とする請求項１又は請求項２記載の遊技機。
【請求項５】
　前記センサは受光素子であり、前記扉が閉じた状態のとき、前記受光素子の受光部を遮
蔽可能な遮蔽部を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項４いずれかに記載の遊技機
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、スロットマシン等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スロットマシン等の遊技機において、遊技者が所定の枚数のメダルや遊技球等の遊技媒
体を遊技機に投入してゲームを楽しむことができる。遊技に必要な遊技媒体は、遊技ホー
ル内に設けられた遊技媒体貸機等で借りることができ、所望の遊技機の遊技媒体投入口に
投入することによりゲームを開始することができる。
【０００３】
　スロットマシンは、基本的に絵柄が揃ったときに賞品としてメダルを払い出すものであ
るが、絵柄が揃うかどうかは内部のコンピュータによる抽選の結果に従う。また、ビッグ
ボーナス、レギュラーボーナス、小役などのさまざまな賞も内部のコンピュータによる抽
選の結果に従う。抽選の処理の内容は所定の範囲内で設定変更が可能であり、遊技機が設
置されるホールなどにおいて店側により設定作業が行われる。設定変更は、遊技機の扉を
開け、電源部に設けられた設定キースイッチをオンにしつつ電源スイッチをオフからオン
にし、設定変更可能なモードに移行した後、設定変更スイッチを押す等の所定の操作手順
により行われた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　遊技者のごく一部に不正行為（いわゆるゴト行為）を行う者がいた。例えば、設定操作
を不正に行うことにより、遊技機の設定を自己に有利なものに不正に変更する者がいた。
遊技機の扉には鍵が設けられて容易に開閉できないようになっているとともに、設定キー
スイッチの操作を行うための鍵が必要であるが、設定キースイッチの配線に工作を加える
とともに、前扉の隙間から細い棒のようなものを差し込んで電源スイッチをオンオフし、
不正に設定変更を行っているようである。
【０００５】
　この発明は、斯かる不正行為を防止できる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る遊技機は、筐体と、前記筐体の内部に収納され、ＡＣ電源を入力とする
電源部と、前記筐体の内部に収納された電源スイッチと、前記電源部及び前記電源スイッ
チを覆う前記筐体の扉と、前記扉の開閉を検出するセンサと、前記電源部の出力により駆
動されるリレーとを備え、
　前記電源スイッチと前記リレーの接点とを並列に接続した回路を経由して、前記ＡＣ電
源が前記電源部に入力され、
　前記リレーは前記センサを経由して前記電源部から駆動電源の供給を受け、
　前記電源スイッチがオンにされ、かつ、前記扉の閉状態を検出して前記センサがオンに
なることで、前記リレーが駆動されて前記リレーの接点がオンになり、
　前記センサが前記扉の閉状態を検出している間は前記電源スイッチがオフにされても前
記電源部の出力がオフにならず、かつ、前記電源スイッチがオフであるときに前記扉を閉
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めても電源の出力がオンになることがない、ものである。
【０００９】
　前記センサが扉の閉状態を検出している間に前記電源スイッチがオフにされたとき、エ
ラー報知を行うようにしてもよい。
【００１１】
　前記センサが扉の閉状態を検出している間に前記設定スイッチが操作されたとき、前記
制御部はエラー報知を行うようにしてもよい。
【００１２】
　前記扉を開閉可能に構成するヒンジを前記扉の一方の側に備え、前記センサは、例えば
、前記ヒンジ側に設けられている。
【００１３】
　前記扉を開閉可能に構成するヒンジを前記扉の一方の側に備え、前記センサは、例えば
、前記ヒンジの設けられていない側に設けられ、前記扉が予め定められた距離又は角度以
上開いたことにより開状態を検出する。
【００１４】
　前記センサは、例えば、受光素子であり、前記扉が閉じた状態のとき、前記受光素子の
受光部を遮蔽可能な遮蔽部を備えるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、前扉が閉じた状態で電源部の出力を停止できなくなる。これにより
不正な設定変更を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
発明の実施の形態１．
　設定変更モードに移行するためには、（１）設定キースイッチをオンにする、（２）こ
の状態で電源スイッチをオフからオンにする、という２つの条件が必要である。本発明の
実施の形態は、不正行為者による（２）の電源切断と再投入を困難にさせ、もって不正行
為を防止しようとするものである。不正行為者は、前扉の隙間から棒状のものを挿入して
電源スイッチを探し当て、これを操作することにより（２）の電源切断と再投入を行って
いるようである。このとき前扉は閉じている。不正行為者は前扉を開閉するための鍵を持
っていないのでこのようなやり方をとっていると思われる。これに対して、ホールにおい
て正規の管理者が設定変更する際には、前扉を開けた状態で上記（１）（２）の操作を行
う。
【００１７】
　上記の点に鑑み、本発明の実施の形態では、前扉が閉じた状態で電源のオフオンを行え
ないようにし、これにより不正行為を防止しようとするものである。電源のオフオンを行
えなければ遊技機が設定変更モードに移行する条件が満たされることはなく、設定変更は
不可能である。具体的には、従来の電源に設けられている電源スイッチの他に、筐体ドア
開閉感知センサを設ける。センサにより筐体ドアが開いたことを感知したときのみ電源の
ＡＣ入力を切断するので、筐体外部から物を侵入させて電源スイッチをオフにしても、筐
体ドアが閉じた状態では電源出力は落ちない。
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　図１は前扉を閉めた状態を示すスロットマシンの正面図、図２は前扉を１８０度開いた
状態を示すスロットマシンの正面図を示す。
【００１９】
　図１及び図２中、１００はスロットマシンを示すもので、このスロットマシン１００は
、図１に示すように、スロットマシン本体（筐体）１２０と、このスロットマシン本体１
２０の前面片側にヒンジ等により開閉可能に取り付けられた前扉１３０とを備えている。
前記前扉１３０の前面には、図１に示すように、ほぼ中央にゲーム表示部１３１を設け、
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ゲーム表示部１３１の右下隅部に、遊技者がメダルを投入するためのメダル投入口１３２
を設け、メダル投入口１３２のさらに右側には、メダル投入口１３２から投入され、詰ま
ってしまったメダルをスロットマシン１００外に強制的に排出するためのリジェクトボタ
ン１３３が設けられている。
【００２０】
　また、前記ゲーム表示部１３１の左下方には、ゲームを開始するためのスタートボタン
１３４を設けてあり、３つのリールのそれぞれに対応して３つのストップボタンを設けて
ある。前扉の下端部中央には、メダルの払出し口１３５を設けてある。
【００２１】
　スロットマシン本体１２０の内部には、図２に示すように、その内底面に固定され、内
部に複数のメダルを貯留して、貯留したメダルを前扉１３０の前面に設けた払出し口１３
５に１枚ずつ払い出すためのホッパ装置１２１が設置されている。このホッパ装置１２１
の上部には、上方に向けて開口し、内部に複数のメダルを貯留するホッパタンク１２２を
備えている。スロットマシン本体１２０の内部には、前扉１３０を閉めたときにゲーム表
示部１３１が来る位置に三個の回転リールからなるリールユニット２０３が設置されてい
る。ホッパ装置１２１の上側のリールユニット２０３との間には電源部２０５が設けられ
ている。
【００２２】
　前記前扉１３０の裏面には、図２に示すように、メダル（コイン）セレクタ１が、前扉
１３０の前面に設けられたメダル投入口１３２の裏側に取り付けられている。このメダル
セレクタ１は、メダル投入口１３２から投入されたメダルの通過を検出しながら、当該メ
ダルをホッパ装置１２１に向かって転動させ、外径が所定寸法と違う異径メダルや、鉄又
は鉄合金で作製された不正メダルを選別して排除するとともに、１ゲームあたりに投入可
能な所定枚数以上のメダルを選別して排除するための装置である。
【００２３】
　また、メダルセレクタ１の下側には、図２に示すように、その下部側を覆って前扉１３
０の払出し口１３５に連通する導出路１３６が設けられている。メダルセレクタ１により
振り分けられたメダルは、この導出路１３６を介して払出し口１３５から遊技者に返却さ
れる。
【００２４】
　スロットマシンで遊技を楽しもうとする遊技者は、まずメダル貸機（図示しない）等か
ら遊技媒体であるメダルを借り、メダル投入装置のメダル投入口１３２に直接メダルを入
れることができる。スロットマシンの筐体の中央部及び上部には、遊技者側に向かって臨
む四角窓状の表示窓が形成されている。そして、この中央部の表示窓の中央には、三個の
回転リールの図柄を見ることができる図柄表示窓が形成されている。スタートスイッチ１
３４は回転リールの斜め下方に位置するレバーであって、遊技メダルの投入を条件に、リ
ールユニットの駆動を開始させる。リールユニットは、ストップスイッチによりその駆動
が停止される。リールユニットは、三個の回転リールから構成されている。そして、各回
転リールは、合成樹脂からなる回転ドラムと、この回転ドラムの周囲に貼付されるテープ
状のリールテープとを備えている。このリールテープの外周面には、複数個（例えば２１
個）の図柄が表示されている。
【００２５】
　図３は電源部２０５のパネルの詳細を示す。
　図３において、電源スイッチ２０５１は電源のオン／オフスイッチであり、電源部パイ
ロットランプ２０５２は電源がオンのとき点灯するランプ（ＬＥＤ）であり、打ち止め有
無スイッチ２０５３はメダルの払い出し枚数を制限する打ち止めを「有り」または「無し
」に設定するスイッチである。打ち止め有無スイッチ２０５３は通常「無し」に設定され
ていて、頻繁に使用されることはない。設定キースイッチ２０５４は、特殊な鍵を挿入部
に挿入して回動することで設定変更可能なモードにするためのスイッチであり、設定変更
／リセットスイッチ２０５５は設定変更を有効にしたり、装置をリセットするためのスイ
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ッチであり、ＡＣ１００Ｖパイロットランプ２０５６は筐体の電源であるＡＣ１００Ｖが
供給されていることを示すランプであり、ＡＣ電源出力及び電源ケーブル２０５７は電源
を供給するためのものである。
　電源スイッチ２０５１はシーソー型のトグルスイッチで、○印の方を押して倒すと電源
がオンになり、Ｉ印の方を押して倒すと電源がオフになるものである。
【００２６】
　図４は発明の実施の形態１に係るスロットマシンの機能ブロック図を示す。
　図４において、２００、２０１はそれぞれＣＰＵを内蔵するメイン基板、サブ基板であ
る。メイン基板２００はメダルの投入、払い出し、リールの制御、当選処理などを行う。
サブ基板２０１は演出表示などの処理を行う。２０２はスタートスイッチ１３４やストッ
プスイッチ、ベットスイッチなどのスイッチからなる操作部２０２である。２０３は三個
の回転リールからなるリールユニットである。２０４はゲーム表示部１３１やリールの内
部照明、液晶表示装置、スピーカなどを含む演出表示部である。演出表示部２０４により
当選役や押し順の報知がなされる。２０５は各部に電源を供給する電源部である。電源部
２０５には電源スイッチ２０５１が設けられ、電源スイッチ２０５１がオンのとき電源部
２０５はＡＣ電源をＤＣ電圧に変換してメイン基板２００，サブ基板２０１などへ供給す
る。２０６は扉の開閉状態を検知する扉開閉検知センサである。センサ２０６は、マイク
ロスイッチやリードスイッチなどの機械式スイッチ、フォトダイオードやフォトインタラ
プタなどの光電式スイッチ、扉が開いたときの距離を測るポテンショメータや扉が開いた
ときの角度を測るロータリエンコーダなどである。センサ２０６の出力を受けて制御回路
２０５ａが電源の制御を行う。
【００２７】
　図５（ａ）乃至図５（ｃ）に制御回路２０５ａの例を示す。
　図５（ａ）は最も単純なものであり、センサ２０６の接点出力を電源スイッチ２０５１
と並列に接続するというものである。
【００２８】
　図５（ｂ）はセンサ２０６の出力により機械又は半導体リレーＲＹを駆動し、その接点
信号ＳＷを電源スイッチ２０５１と並列に接続するというものである。リレーＲＹとその
接点信号ＳＷ（図５（ａ）のセンサ２０６の接点出力に相当する）は、電源スイッチ２０
５１の出力をセンサ２０６の出力に応じて制御するバイパス回路である。
【００２９】
　図５（ｃ）はセンサ２０６の出力によりリレーＲＹを駆動し、その接点信号ＳＷを電源
スイッチ２０５１と並列に接続するというものであるが、リレーＲＹの駆動電源の供給を
電源ＰＳから受けるという点を特徴とする。図５（ｃ）では電源スイッチ２０５１をオン
にしてからでないとバイパス回路は働かないので、電源スイッチ２０５１をオフにしてい
るにもかかわらず扉を閉めたときに電源がオンになるということがない。このように、制
御回路２０５ａは電源スイッチ２０５１により正常に電源がオンになった後に動作するこ
とが望ましい。
【００３０】
　なお、図５においてセンサ２０６の出力として接点信号を示したが、本発明はこれに限
定されず、電気的な信号であってもよい。バイパス回路としてリレーＲＹを示したが、半
導体スイッチのような電子回路であってもよい。
【００３１】
　図５の回路の動作について、図６を参照して説明する。
　図６（ａ）（ｂ）は正常な操作状態を示す。扉を開けた状態で電源スイッチ２０５１を
オンにすると（図６（ａ））、センサ２０６のオンオフ状態には無関係に電源ＰＳがオン
になり、電源が出力される。これによりメイン基板等の制御装置へと電力が供給されて遊
技受付可能状態になる。この状態で扉を閉じても電源ＰＳはオンのままである。営業を終
了するとき、扉を開けて電源スイッチ２０５１をオフにすると、扉開を検出しているので
センサ２０６がオフであるから、電源ＰＳがオフになり、電源の出力が停止される（図６
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（ｂ））。
【００３２】
　これに対し不正行為の場合、扉を閉じた状態で電源スイッチ２０５１をオフオンする。
しかし、扉閉を検出しているのでセンサ２０６がオンであるから、電源ＰＳはオフになら
なず、電源の出力が停止されない（図６（ｃ））。
【００３３】
　本発明の実施の形態に係る遊技機によれば、筐体外部から物を侵入させて電源スイッチ
をオフにしても、電源出力が落ちる（電源断）ことはない。従来、筐体外部から物を侵入
させて電源スイッチをオフにすることで電源スイッチが落ちたが、筐体ドア開閉感知セン
サと連動する電源スイッチを設けることにより、筐体ドア閉状態のままで外部から物を侵
入させて電源スイッチをオフにしても電源の出力が落ちることがなくなる。
【００３４】
　なお、扉を閉じた状態で電源スイッチがオフオンされたとき、エラー報知を行うように
してもよい。
【００３５】
　次に、センサ２０６について説明する。
　図７はスロットマシン筐体の前扉３００を開けた状態を示す斜視図である。センサ２０
６は前扉３００の左側（ヒンジ側）又は右側のいずれか一方あるいは両方に取り付けられ
る。スロットマシン筐体が上下にそれぞれ扉を備える分離方式である場合、センサ２０６
は上扉側又は下扉側のいずれか一方あるいは両方に取り付けられる。両方に取り付けられ
た場合、２つのセンサの出力は並列に接続され、上扉と下扉の両方が開いたときに電源を
切断できるようにすることが好ましい。
【００３６】
　センサを前扉３００の左側に設けた例を図８に示す。図８（ａ）は上面図であり、前扉
３００のヒンジ近傍に機械式スイッチをセンサ２０６として取り付けた状態を示す。前扉
３００が閉じた状態（点線の状態）では、センサ２０６の可動部Ａが前扉３００で押し込
まれていてスイッチの接点がオンになっているが、前扉３００が開いた状態（実線の状態
）では、センサ２０６の可動部Ａが突出している。この状態でスイッチの接点はオフにな
っている。
【００３７】
　図８（ｂ）は光電装置をセンサ２０６として取り付けた状態を示す。センサ２０６の筒
状のケースの内部にフォトダイオード等の受光素子２０６ａが設けられている。前扉３０
０が閉じた状態（点線の状態）では、センサ２０６のケース前面が前扉３００に設けられ
た蓋（遮蔽部）２０７で覆われているので受光素子２０６ａは光を検出しない（オン状態
）。前扉３００が開いた状態（実線の状態）では受光素子２０６ａの前面は開放され光を
検出する（オフ状態）。
【００３８】
　センサを前扉３００の右側に設けた例を図９に示す。図９（ａ）は機械式スイッチをセ
ンサ２０６として取り付けるとともに、前扉３００の内側にワイヤやアームなどの作動部
２０８を設け、その端に作用端２０８ａを設けたものである。前扉３００を十分に開くと
作用端２０８ａがスイッチ２０６の可動部２０６ｂを動かすことにより、スイッチ２０６
はオフ状態になる。可動部２０６ｂは図の矢印方向に付勢されていて、前扉３００が閉じ
た状態でオン状態になる。
【００３９】
　図９（ｂ）はポテンショメータなどの電気的な変位測定器をセンサ２０６として用いた
ものである。前扉３００の開閉によりセンサ２０６の電気的変位（抵抗値、電圧値など）
が変化する。この出力をコンパレータで予め定めた基準値と比較することにより、ある一
定程度（しきい値）以上前扉３００が開かれたときにセンサ２０６がオフ状態になるよう
にできる。
【００４０】
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　図９（ａ）（ｂ）によれば、前扉３００が予め定められた距離又は角度以上開いたこと
により開状態を検出するように構成できる。図８（ａ）においてもスイッチの取り付け位
置や可動部の長さを調整することにより同様に構成できる。
【００４１】
発明の実施の形態２．
　メイン基板２００が扉センサの出力を監視し、扉が閉じているときはメイン基板２００
にて制御する抽選確率の上下などの設定変更を受け付けないようにしてもよい。このよう
に構成しても発明の実施の形態１と同様の作用効果を奏する。
　なお、扉センサの出力を監視する制御部は、上記のようにメイン基板の他、遊技機を設
置する設置部に設けた制御装置であってもよいし、複数の遊技機を集中監視又は管理する
コンピュータ等であってもよく、適宜に用いることができる。
【００４２】
　発明の実施の形態２に係る遊技機のブロック図を図１０に、処理フローチャートを図１
１に示す。
【００４３】
　図１０に示すように、扉開閉検知センサ２０６の出力はメイン基板２００に入力されて
いる。そして、メイン基板２００は図１１の処理を行う。
【００４４】
Ｓ１１：設定変更スイッチを操作する。具体的には、図３の設定キースイッチ２０５４を
回し、電源スイッチ２０５１をオフオンする。
【００４５】
Ｓ１２：操作を受けたときに、扉が開状態かどうか判定する。開状態であれば通常の設定
値変更処理を実行する（Ｓ１３）が、閉状態であれば不正行為と考えられるからエラー処
理（Ｓ１４）を行う。
【００４６】
Ｓ１３：通常の設定値変更処理を実行する。
【００４７】
Ｓ１４：エラー表示処理を行う。
　例えばブザーを吹鳴させるとともに、ランプを点滅させる。この状態はリセットスイッ
チ２０５５が押されるまで継続する。
【００４８】
　本発明の実施の形態に係る遊技機によれば、筐体外部から物を侵入させて設定スイッチ
を操作しても、設定変更はできない。筐体ドア開閉感知センサを設け、設定変更時にこの
出力を監視することにより、不正行為を防止できる。
【００４９】
　本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、特許請求の範囲に記載された発明
の範囲内で、種々の変更が可能であり、それらも本発明の範囲内に包含されるものである
ことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】前扉を閉めた状態を示すスロットマシンの正面図である。
【図２】前扉を１８０度開いた状態を示すスロットマシンの正面図である。
【図３】スロットマシンの電源部のパネルの詳細図である。
【図４】発明の実施の形態１に係るスロットマシンの機能ブロック図を示す。
【図５】発明の実施の形態１に係る制御回路の具体例を示す。
【図６】発明の実施の形態１に係る動作原理の説明図である。
【図７】発明の実施の形態に係るセンサの取り付け状態を示す。
【図８】発明の実施の形態に係るセンサの具体例を示す。
【図９】発明の実施の形態に係るセンサの具体例を示す。
【図１０】発明の実施の形態２に係るスロットマシンの機能ブロック図を示す。
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【図１１】発明の実施の形態２に係るスロットマシンの動作フローチャートを示す。
【符号の説明】
【００５１】
１　　メダルセレクタ
１００　　スロットマシン
１２０　　スロットマシン本体
１２１　　ホッパ装置
１２２　　ホッパタンク
１３０　　前扉
１３１　　ゲーム表示部
１３２　　メダル投入口
１３３　　リジェクトボタン
１３４　　スタートボタン
１３５　　払出し口
１３６　　導出路
２００　　メイン基板
２０１　　サブ基板
２０２　　操作部
２０３　　リールユニット
２０４　　演出表示部
２０５　　電源部
２０５ａ　制御回路
２０６　　扉開閉検知センサ
２０６ａ　受光部
２０７　　受光部の蓋
２０８　　作動アーム、ワイヤなど
３００　　前扉
２０５１　電源スイッチ
２０５２　電源部パイロットランプ
２０５３　打ち止め有無スイッチ
２０５４　設定キースイッチ
２０５５　設定変更／リセットスイッチ
２０５６　ＡＣ１００Ｖパイロットランプ
２０５７　ＡＣ電源出力及び電源ケーブル
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